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RACE REPORT

2024年 ジュニアカート選手権 ジュニア部門 第7戦・第8戦

2024年 ジュニアカート選手権 ジュニアカデット部門 第7戦・第8戦

2024年 Rok CUP JAPAN GPR RokSHIFTER 第7戦・第8戦

GOTENBA ROUND

2024年9月7～8日
オートパラダイス御殿場



OK Class
『第7戦：武藤雅奈が全日本選手権初優勝！』

エントリー27台で2組に別れたQP。A組からはトップタイムの岸風児（MOMOX KART 
RACING）、三村壮太郎（AP SPEED with SOVLA）、佐藤佑月樹（YAMAHA MOTOR 
Formula Blue）、初参戦の光山勇正（DragoCORSE）の4人、B組からは総合トップの武藤
雅奈（YAMAHA MOTOR Formula Blue）、中野駿太（GLEATEQ Motorsports 
GEN）、皆木駿輔（DragoCORSE）、岡澤圭吾（Vitec Racing）とスーパーポールへ進出す
る。スーパーポールでは、最後に登場した武藤がトップタイムをマークし、まずは第7戦のPPを
獲得する。
第7戦決勝。好スタートを見せたのは2ndグリッドの中野。武藤を抑えるとトップでオープニ
ングラップを終える。しかし、ペースに勝る武藤は、3周目にはトップに戻り、以降は38秒前半
のタイムを安定して刻み中野以下を突き放していく。終盤に入っても武藤のペースが落ちるこ
とはなく、中野を大きく引き離してチェッカー。走り慣れたコースで全日本選手権初優勝を獲
得した。2位に中野、3位には三村が入った。

優勝ドライバー：武藤 雅奈（No.14 YAMAHA MOTOR Formula Blue）
「スタートで失敗してしまったけど、自分のペースがいいのはわかっていたので追いつき抜く
ことができた。それからは38秒で安定して走れたので良かった。」

『第8戦：今回も完璧な内容で武藤が連勝！』

第7戦でファステストもマークした武藤が、この第8戦でもPP。スタート直後の4コーナーで
3台が絡む多重クラッシュが発生したため、レースはフルコールコーションとなるニュートラリ
ゼーションとなる。3周目から7周目まで続けられたニュートラリゼーション。再スタートが注目
されたが、これを武藤が無難にこなすと、後続の酒井涼（TEAM EMATY）、酒井仁（Vitec 
Racing）といった優勝経験者を突き放していく速さを見せる。この第8戦でも最後まで安定
したラップを刻んだ武藤は、そのまま逃げ切り2連勝。今大会ではTT1位、スーパーポール1位、
第7戦優勝＆ファステスト、第8戦優勝＆ファステストとまさに完璧な内容で完全Vを飾った。

優勝ドライバー：武藤 雅奈（No.14 YAMAHA MOTOR Formula Blue）
「2勝目も嬉しいです。チームが走りやすいクルマを作ってくれて、運もあって勝てたと思う。
ランキング6位以内に入りたいので、鈴鹿でも連勝できるように頑張ります。」



Cadets Class
『第7戦：藤原迪永が繰り上がりの優勝！』

カデットクラスの参加は19台。多くがAPGのシリーズ戦にも参加し、コースには慣れている
ドライバーたちだ。タイムトライアルトップタイムは飯田一仁（TAKAGI PLANNING）。2番手
に島津舞央（ERS with SACCESS）、3番手阿部瑠緯（ミツサダPWG RACING）が続く。決
勝では飯田と阿部がトップ争いを展開。終盤まで順位を入れ替えるバトルを演じる。最終ラッ
プ、飯田がトップに立ち、要所をブロックでしのいでいく。最後の勝負ポイントとなる最終コー
ナー。ここで阿部がインに飛び込み逆転。そのままチェッカーを受けるも、この際に飯田を押し
てしまい、プッシングのペナルティが課される。バランスを崩していた飯田の前では藤原迪永
（SD-STYLE）がチェッカーを受けていたため、藤原が繰り上がりで3勝目を獲得した。

優勝ドライバー：藤原 迪永（No.37 SD-STYLE）
「エンジンが少し調子悪く前が離れてしまった、繰上りなので、自分としては嬉しくはないです。
次はエンジンの調子を戻して勝ちたいです。」

『第8戦：今村昴星が念願の初優勝！』

18周で行われる第8戦決勝。スタート前に阿部がマシンを止めリタイアとなる。レースは飯田
がリードする展開となるが、それを追いかけたのが前回鈴鹿で表彰台を経験した今村昴星
（HIGUCHI RACING TEAM）。ジリジリと飯田に接近すると14周すぎからトップ争いが勃
発。飯田、今村、新橋武（SIGMA RACING）、林樹生（AP SPEED with SOVLA）が激しく
順位を入れ替えていく。その集団から頭一つ抜け出したのが今村。後続がバトルする間に抜け
出すとそのままチェッカー。嬉しい初優勝を飾った。

優勝ドライバー：今村 昴星（No.33 HIGUCHI RACING TEAM）
「GPRではあまり表彰台にも乗れていなかったので、1位を獲れて嬉しい。展開を考えながら
オーバーテイクできたのが勝因だと思う。」



Junior Class
『第7戦：楠本心真が初優勝！』

ジュニアクラスには15台が参加。今回スポットのドライバーも見られた。タイムトライアルで
は、前回第6戦で初優勝を飾っている横山輝翔（PONOS HIROTAX RACING）がトップタ
イム。2番手に楠本心真（ERS with SACCESS）、3番手にはスポット参戦のレディースドラ
イバー小島聖来（Front Row Racing）が続く。
18周の決勝。オープニングラップで横山が他車とカウルが引っかかり大きく後退。変わって楠
本がトップに浮上する。後方にはランキングトップの前田蒼介（Team REGOLITH）、
小島、関口瞬（DragoCorse）らが続く。トップの楠本は後方に多くのマシンを従えながらも
トップを譲ることなく周回を重ねると、そのままトップでチェッカー。ジュニア選手権初優勝を
飾った。2位に前田、3位には関口が入った。

優勝ドライバー：楠本 心真（No.17 ERS with SACCESS）
「フロントローだったので勝てるかなとは思っていた。追いかけられた不安はあったけど、ペー
スは良かったので手応えは感じていた。」

『第8戦：横山輝翔、雪辱の優勝！』

第８戦PPは追い上げて順位を上げていた横山。2番手には小島が並ぶ。今回はアクシデント
となくオープニングラップを終えた横山が順調にトップを走行するが、それを凌ぐペースで周
回したのが小島。６周目に横山を捉えると、今度は突き放す速さで独走体制を固めていく。し
かし、１５周目に急遽ピットに入った小島は、そのままマシントラブルによりリタイアとなる。こ
れでトップに戻った横山は、２番手の楠本との差を保ちながら周回を重ね、第７戦の雪辱とな
る優勝を飾った。

優勝ドライバー：横山 輝翔 （No.98 PONOS HIROTEX RACING）
「先行されても落ち着いて抜こうと思っていた。鈴鹿は得意なので、また勝ちたいと思います。」



Shifter Class
『第7戦：シフター専念の鈴木悠太が今季2勝目を獲得』

シフタークラスには、６台が参加。今回の２大会の結果までで、今季のROK世界大会・スー
パーファイナルへの派遣資格が決定する。
タイムトライアルでは今回からシフタークラスに一本化した鈴木悠太がトップタイムをマーク。
２番手に井出七星翔、３番手に松下信治が続く。
第７戦決勝は14周。スタート直後の4コーナーで井出と宮本颯風がコースアウトしリタイア。
トップは鈴木、2番手に松下が上がり周回を重ねていく。鈴木は松下も引き離す勢いでラップ
し独創。松下も単独走行となり、3番手争いが島弘光と富田星羅との間で白熱する。鈴木は独
走のままチェッカーを受け、今季2勝目を獲得。2位松下、3位はベテランの島が獲得した。

優勝ドライバー：鈴木 悠太（No.58 brioly racing）
「最高です。今回はタイトル争いもあったのでシフターに専念しました。次もポールからスター
トして勝ちたいと思います。」

『第8戦：鈴木悠太が対等に望みをつなぐ連勝！』

第7戦のPPはやはり鈴木が獲得し、2番手に松下が並ぶ。スタートは両者ともうまく決め、鈴
木、松下の順でオープニングラップを終了。その後方には、第7戦のリタイアでタイヤが残って
いる宮本が浮上する。鈴木は、第7戦同様に早くから独走体制を固め、一人旅。松下も、一時は
宮本の接近を許すが中盤以降突き放し単独での走行となる。3番手には宮本のアクシデントに
より島が浮上し、トップ3が同じメンバーでフィニッシュとなった。
この結果、Rok日本代表には松下と島（35歳以上のマスタークラス）が選ばれた。

優勝ドライバー：鈴木 悠太（No.58 brioly racing）
「シフターに集中してパーフェクトウィンができたことは嬉しい。プレッシャーもあったけど、今
まで準備してきたこととかが活きていたと思う。」



Point Standings – Cadets
※有効ポイント：全10戦中5戦
※ハイライトされているドライバーはシリーズチャンピオン候補



Point Standings – Junior
※有効ポイント：全10戦中5戦
※ハイライトされているドライバーはシリーズチャンピオン候補



Point Standings –OK ※有効ポイント：全10戦中8戦
※ハイライトされているドライバーはシリーズチャンピオン候補



Point Standings – Shifter
※有効ポイント：全10戦中8戦

※ハイライトされているドライバーはシリーズチャンピオン候補



Point Standings –TEAM

NEXT ROUND SUZUKA – Oct. 13th

MORE DETAIL
https://www.gpr-race.com/

※ハイライトされているチームはシリーズチャンピオン候補
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